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高いリチウム原子密度を有するトリチウム増殖材料として有望な Li8ZrO6の、320℃・0.1% H2/He 気流中に

おけるリチウム種の蒸発挙動と熱化学的安定性を評価する。 
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1. 緒言 

核融合原型炉用のトリチウム増殖材料としては、Li2+xTiO3[1]が第一候補材料であるが、Li8ZrO6はリチウ

ム原子密度が高く、トリチウム増殖比の観点ではより優れた材料である。一方、Li8ZrO6焼結体の実使用環

境下での健全性の解明が望まれる。そこで本研究では、トリウム増殖材料が晒される代表的な環境下（320℃、

0.1% H2/He 気流）に Li8ZrO6焼結体を保持し、リチウム種の蒸発挙動と熱化学的安定性を評価する。 

2. 実験方法 

Li2CO3 粉末と ZrO2 粉末を 5/1（mol 比）で混合・粉砕し、酸素分圧制御下の固相反応[2]により Li8ZrO6

粉末を合成した。得られた Li8ZrO6粉末を酸素中 1100℃・1 hで焼結し、直径約 5 mm、高さ約 2.6 mmの焼

結体を作製した。本焼結体を、内径 42 mmの管状炉内で 320°Cで 0.1%H2/He 気流（10 ml/min［室温流量］）

中に保持し、所定時間後に熱処理を中断し、電子天秤で質量変化を測定した。また、測定後の焼結体を硝

酸に溶解後、ICP 発光分光法による Li と Zr の濃度分析を行い、Li 種の蒸発速度に関する評価も行った。

更に、一定時間の熱処理ごとにおける相変化を、粉末 X 線回折分析により調べた。 

 3. 実験結果および結論 

作製した焼結体は、Li8ZrO6と Li2O の混合体となり、試料中の Li/Zr 比は約 10/1（mol）であった。試料

重量は、320°C・0.1%H2/He 気流中での熱処理開始直後に急増し、一

定値に近づいた（Fig. 1）。本挙動を考察したところ、熱処理の間に

Li2O が実験体系内の水蒸気（0.1%H2/He 混合ガス中の不純物 H2O）

と反応して LiOH・H2O を生成しており、この質量増加は LiOH・H2O

生成によると推定される。しかし、この間に Li/Zr 比は変化しなかっ

た（Fig. 2）。したがって、本研究では、不純物水蒸気の影響で LiOH・

H2O が生成したが、320°C・0.1%H2/He 気流中では Li8ZrO6からの Li

種の蒸発は極めて少なく、Li8ZrO6焼結体が高い Li 原子密度を維持で

きるであろうことが確認された。 
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Fig. 1. 熱アニールによる質量変化
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Fig. 2. ICP分析による各時間のLi/Zr比（mol）
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